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いつも本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 
この度第 5 回学校運営委員会を開催しましたので、その内容をご報告いたします。 
  
参加者 
 学校運営委員: 酒井委員長、草開副委員長、中野委員、天野委員（オンライン） 

細川委員（対面） 
学     校:毛利校長、松下副校長（司会）、村上教務主幹 
 

 1. 学校からの報告 
 会議では、まず学校の現状について報告がありました。校長からは、大きな問題はなく

安定した学校運営が行われていること、3 年生は受験シーズンを迎え、進路に関する指導

を丁寧に行っていること、インフルエンザなどによる体調不良で欠席する生徒もいるもの

の、学級閉鎖は起きていないことが伝えられました。また、来年度の準備として、学校関

係者評価アンケートの結果や、今年度力を入れている「非認知能力の育成」の研究進捗、

働き方改革についても報告がなされました。 
 続いて、村上教務主幹より、三者面談の実施、2 年生の修学旅行に向けた準備、職場体

験報告会の実施、三者面談での振り返り、1、2 年生の交流の推進、非認知能力の育成、3
年生の今未来手帳の活用など、具体的な教育活動の進捗状況が報告されました。 

酒井委員長から、学年を超えた取り組みはよいことであると評価がありました。 
 

 2. 学校関係者評価について 
 次に、学校関係者評価について報告がありました。副校長より、学校関係者評価の結果

（速報）が報告され、学校行事について生徒・保護者ともに「やりがいがある」「楽しい」

と高い評価を得ていることが伝えられました。キャリア教育については、取り組みは始ま

っていますが、さらなる向上が必要であること、標準服の着用や提出物、朝食など、基本

的な生活習慣については、概ね良い評価ですが、さらなる徹底を図る必要があることが示

されました。詳細な結果は 12 月 15 日に発表される予定です。 
 

 3. 働き方改革について 
働き方改革についても報告があり、校長より、教員の学校滞在時間が減少し、働き方改

革が進んでいること（約 1 割～1.5 割減）、教材費などの徴収業務を業者に委託したこと

で、教員の負担が軽減されたこと、未払い金の請求業務がなくなり、教員の精神的な負担

が軽減されたことが報告されました。また、心理士による教員の業務実態の調査が行わ

れ、教員の仕事量が多く、突発的な業務への対応もしているという報告があったこと、チ

ームで対応する体制を強化し、教員の負担軽減を目指すという今後の方向性についても説

明がありました。 
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酒井委員長からは、働き方改革がクオリティの向上にも繋がるよう、質の向上を期待す

る意見が出されました。 
中野委員からは、未払い金請求業務の負担について質問と本来の学校業務ではないので

はないかと意見があり、業務の負担、精神的負担について学校側から回答がありました。 
 

4. 令和 8 年度の教育課程について 
令和 8 年度の教育課程については、村上教務主幹より、次年度の教育課程について進捗

状況が報告され、近隣の小学校の状況を参考に、引き渡し訓練や修学旅行、合唱コンクー

ル等に向けた 5 連休の活用方法を検討していること等が伝えられました。 
 

5. 学校運営協議会について 
 来年度から学校運営協議会の組織が変更されることが報告されました。副校長より、自

己評価は学校運営協議会が行うこと、令和 7 年度に組織した学校関係者評価委員会は解散

となることが説明されました。学校運営協議会では、地域と連携した教育活動を推進し、

避難所運営訓練やセーフティ教室など、地域との連携を強化していくことが示されまし

た。 
学校運営協議会は、地域住民や PTA、学校関係者など 8 名程度で構成され、学校支援コ

ーディネーター（地域と学校をつなぐパイプ役）を配置する予定です（現在、候補者を探

しています）。実行チームとして、教育活動・学習支援チーム、健全育成チーム、学校評価

チームを設置予定です。今後の予定として、PTA からの委員選出を依頼したこと、来年度

の学校運営方針を承認することが、今回の学校運営委員会の重要な役割であることも伝え

られました。 
酒井委員長からは、学校支援コーディネーターの人選について、慎重に行う必要がある

と意見が出され、また、学校運営協議会の委員選考について、バランスの良い構成を期待

する意見も出されました。天野委員からは、委員の選出の大変さが指摘され、PTA から

は、PTA 枠からの委員を推薦していただくことについて、校長より依頼がありました。 
 

6. その他 
次回の開催は 2 月 18 日（火）17 時であること、3 月 6 日（金）には、今年度の学校運

営方針について意見交換を行い、承認を得る予定であることが報告されました。 
 

おわりに 
いつも学校にご協力いただきありがとうございます。今回の会議では、学校運営に関す

る様々な課題について話し合われました。来年度からは学校運営協議会が中心となり、地

域と連携した教育活動をさらに推進していきます。 
ご意見・ご質問など今回の内容について、ご意見やご質問がございましたら、学校まで

ご連絡ください。今後とも、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしく

お願いいたします。 
     

事務局 副校長 松下 寛 ０３－３７００－５６００ 


